
令和３年度地震・津波防災訓練
（内閣府・千葉県富津市）

実施報告書
（概要版）

千葉県富津市について
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富津市は、房総半島の西部に位置し、

県庁所在地である千葉市から約40㎞に

位置する。西部は東京湾に面している。

富津岬から北側は京葉工業地帯となっ

ているが、南側は南房総国定公園に指

定され、フェリーターミナルの浜金谷港

や地方港湾に指定されている上総湊港、

多くの漁港を有する。

富津市では、平成26年度まで小学校

区単位で総合防災訓練を実施してきた

が、同じ学区内でも津波災害や土砂災

害など環境によって災害想定は異なるこ

とを踏まえ、平成27年度から、地区単位

による各地区主催の防災訓練を実施し

ている。

令和元年房総半島台風の経験から、

風水害に対する備えや意識は高いが、

津波災害に関しては、脅威の認識はあ

るものの、被害地域が沿岸部に限定され、

かつ、その経験値も乏しいことから、津

波避難訓練の実施と地区防災計画の見

直しを実施する運びとなった。
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■訓練想定： 令和４年２月６日（日）午前９時、相模トラフを震源とする大地震が発

生し、富津市では震度６弱の揺れに見舞われた。地震発生後、気象

庁は直ちに千葉県内房に対し大津波警報を発表した。竹岡地区の住

民は、大きな揺れの間、机の下に入るなどして自らを守る行動を行っ

た。揺れがおさまったのち、住民は竹岡地区沿岸に地震発生から約１

０分以内に津波の影響が始まり、その後最大高さ１０ｍの津波が到達

することを想定し、最寄りの避難場所や高い場所へ避難を開始した。

■実施日時： 【訓練実施前ＷＳ】令和４年１月23日(日) 10:00～12:00 ※中止

【訓 練】令和４年２月 ６日(日) ９:00～12:00 ※中止

【訓練実施後ＷＳ】令和４年２月27日(日) 10:00～12:00 ※中止

■訓練対象地区：富津市竹岡地区（シェイクアウト訓練は市内全域）

■主 催： 富津市、内閣府

■参加者数： ＷＳ・避難訓練 参加延べ人数 330名（予定）

■参加機関： 富津市竹岡地区、富津市消防団、富津市消防本部、富津警察署、

富津市役所 等
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訓 練 の 評 価

令和３年度地震・津波防災訓練（内閣府・千葉県富津市）

訓 練 概 要

地区防災計画策定に係る地震津波避難訓練及びワークショップは、横浜市立大

学 国際教養学部 都市学系 都市防災計画研究室 石川 永子 准教授の指導のもと、

内容を検討した。富津市竹岡地区は、海岸に近い避難場所が急峻な高台上に位置

している等の条件を踏まえ、訓練及びワークショップの課題は、地区住民の知見を

生かした避難経路と公共施設以外の避難場所の再認識・検証を主眼とした内容を

検討した。47%と極めて高齢化率が進展していることから、自動車を利用した集団避

難訓練も検討した。

ワークショップは、訓練対象地区である竹岡地区の地震・津波発生時の避難経路

上の危険箇所や防災資源について、グループに分かれて話し合う内容を計画した。

避難訓練（実動訓練）は、市全域を対象としたシェイクアウト訓練のほか、竹岡漁

港を起点に事前ワークショップで考察した避難要領をもとに、それぞれの避難場所

へと避難を実施する訓練を計画した。また、同日には「地域で考える津波避難～共

助と地区防災計画の重要性～」と題して、石川准教授による防災に関する講演会を

実施し、防災意識の高揚を図る計画であった。

新型コロナウィルス感染症拡大の影響によりワークショップ及び訓練は中止と

なったが、本計画を活用し来年度以降実施する予定である。
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令和３年度地震・津波防災訓練（内閣府・千葉県富津市）

令和４年１月23日(日) 事前ワークショップの計画

▼津波遡上リスクのある
地区内を流れる
白狐川を現地調査

▼竹岡地区コミュニ
ティセンターにおけ
る区長らへの説明

▼説明会における
地形図を使用した
ワーク作業

実施に当たり、竹岡地

区の現地調査、地元区長

への説明会及びヒアリン

グを実施し、住宅地から

旧竹岡小学校に至る経路

上の危険箇所の調査を実

施した。

ワークショップでは、

避難経路上の危険個所の

マッピングおよび、地震

発生から避難場所へ到達

するまでのタイムライン

について検討を実施する

こととした。

なお、ワークショップ

の各班には事前に研修し

た学生およびスタッフに

よる書記を配置し、円滑

なグループワークの実施

補助をすることとした。

▼避難経路上の危険箇所
（吹付コンクリート）

▼指定避難場所以外の
避難可能箇所（神社）

市内全域で一斉に安全

確保を行うシェイクアウ

ト訓練を行い、その後、

海岸沿いの市街地・漁港

から高台上の指定避難場

所へ、徒歩による避難訓

練を行うこととした。予

め現地調査では避難経路

上の危険箇所だけでな

く、地区内に点在する防

災資源等を調査し、この

訓練に資することとし

た。

訓練後は、旧竹岡小学

校体育館にて「地域で考

える津波避難～共助と地

区防災計画の重要性～」

と題して、石川准教授によ

る防災に関する講演会を

実施することとした。

令和４年２月６日(日) シェイクアウト訓練・津波避難訓練の計画

▼避難開始場所となる
竹岡漁港

▼避難に資する
防災資源（リヤカー）

▼防災資源
（機材倉庫）

▼避難経路である県道
91号とＪＲ内房線
の交差地点

▼地形図に津波避難が
可能な施設を記入

▼避難経路上の危険箇所
（石垣・急勾配）

▼津波避難場所・
萩生集会所と防災倉庫
（海抜18.9ｍ）
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アンケート調査

住民の防災意識や津波避難対策への取組み状況等を把握するため、アンケー
ト調査を計画した。

特筆すべき内容としては、避難訓練時の参加者アンケートには地図を掲載
し、実際に避難した経路と、経路上の危険箇所を書き込むことができる「参加
者避難マップ」形式とした。このアンケートは回収後に集計し、多くの住民が
避難した経路は太線にするなどして、避難時の行動を見える化することで、訓
練実施後ワークショップ開催時に全員で課題共有できるようにした。また、集
約した内容は地区防災計画の見直しをする際に活用できる設計とした。

令和３年度地震・津波防災訓練（内閣府・千葉県富津市）

http://www.cao.go.jp/index.html
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